
次
の
ペ
ー
ジ
は
「
一
目
瞭
然
！
　
町
の
財
政
状
況
」
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普通建設事業費は
対前年度比10.6％増に

1  農産物加工施設の建設
農業振興の一環として、農産物に新たな付加価値を生み
出し、地域農産物の消費拡大等を目的とする農産物加工
施設を建設。ここを拠点に、地域の活性化と農業の６次
産業化を進める。

 2  デマンドタクシー
今後の公共交通のあり方を示す指針として、寄居町地域公
共交通総合連携計画を策定。平成 24 年 11 月から平成 25
年３月まで、デマンド型乗合タクシーの実証実験を行い、
平成 25 年度から本運行となった。

 3  用土コミュニティステーション
ＪＲ用土駅に隣接して用土コミュニティステーションを建
築。駅の待合機能のほか、地域コミュニティの核となる交
流スペース、文化活動の場としてギャラリースペースも併設
している。

 4  よりいジョブセンターの開設
町と埼玉労働局が雇用施策を一体的に実施するため、庁
舎内に開設。タッチパネル式求人検索機の設置、相談員
による職業相談・職業紹介のほか、女性や若者の就労支
援に努めた。

 5  （仮称）寄居パーキングエリアスマートインターチェンジ
平成 24 年４月に国土交通大臣から連結許可を受け、平成
24 年度は上下線インターチェンジを結ぶ東西アクセス道
路及び進入路の路線測量詳細設計を行った。

 6  健康づくり・チャレンジポイント事業
「健康づくりのまち宣言」を実施した平成 23 年 10 月 23 日

から開始。平成 24 年 10 月までのファーストステージで、
健診や健康づくり事業への参加による１００ポイント達成
者は１６１人となった。

 7  「より・Ｅエコタウン」の推進
寄居町エコタウン計画の策定などのほか、天沼通り線など
の道路や寄居駅自由通路照明のＬＥＤ化を進めた。

 8  男衾駅周辺整備
男衾駅周辺地区まちづくり協議会の活動を支援し、協働の
まちづくりに努め、都市計画変更手続を進めるとともに、
駅周辺の整備を目的とした都市再生整備計画を作成、公
表。計画に基づいた整備を図る。
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一
般
会
計
は

　

４
年
連
続 

100
億
円
超
規
模

９月定例会は「決算議会」とも言われ、前年度の寄居町でのお金の収支（決算）について審議します。
今回は、この平成24年度決算６議案を含め、平成25年度補正予算など14議案について審議が行
われました。（審議結果と議員ごとの賛否内訳は18ページを参照）。

平成 24 年度 決算認定

 1

［本会議］
 9/  9・25…議案審議
9/10・11…一般質問
9/19・20…決算審議

［委員会］
 9/12…総務経済　
 9/13…文教厚生

9 月 定 例 会
（ 9/9 〜 25 …17 日間 ）

農産物加工
施設など

平
成
23
年
度
実
績

を
上
回
っ
た
収
納

率
を
評
価

佐
藤
理
美
議
員

　
長
引
く
不
況
に
よ
る
経
済
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
当
町
に
お

け
る
歳
入
で
は
町
民
税
（
法
人
）

が
下
回
っ
た
も
の
の
、
収
納
率

の
向
上
に
努
め
た
結
果
、
平
成

23
年
度
実
績
を
上
回
っ
た
こ
と

は
評
価
す
る
。

　
今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
、
ま
た
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
町
民
の
命

を
守
る
減
災
に
向
け
た
さ
ら
な

る
事
業
の
推
進
を
要
望
す
る
。

財
源
確
保
に
努
め

た
ほ
か
、
財
政
指

数
も
良
好

大
平
久
幸
議
員

　
歳
入
総
額
で
は
前
年
度
を
上

回
る
１
０
８
億
円
を
確
保
し
た
。

国
・
県
の
補
助
金
等
最
大
限
に

活
用
し
、
財
源
確
保
に
努
め
た

結
果
と
評
価
す
る
。

　

歳
出
で
は
、
健
康
づ
く
り
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

展
開
、
医
療
費
の
中
学
生
ま
で

無
料
化
と
窓
口
払
い
廃
止
の
拡

大
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実

証
実
験
、用
土
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
、
農
産
物
加
工
施
設
、
男

衾
駅
周
辺
整
備
事
業
、寄
居
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
事
業
、「
よ
り
・

Ｅ
エ
コ
タ
ウ
ン
」
事
業
な
ど
、

着
実
な
動
き
が
あ
る
。

町
民
の
声
を
よ
く

聞
き
、
有
効
に
使

わ
れ
る
事
業
を

津
久
井
康
雄
議
員

　

ア
グ
リ
ン
館
建
設
は
、
国
・

県
の
補
助
が
な
く
町
単
独
事
業

で
１
億
８
０
０
０
万
円
余
を
支

出
。
立
地
条
件
、
施
設
の
規
模

や
経
営
計
画
の
議
論
が
あ
っ
た

か
。
町
長
は
選
挙
公
約
で
「
町

民
の
声
を
よ
く
聞
く
町
政
」
と

言
っ
て
い
た
が
、
聞
こ
え
る
の

は
公
約
実
現
に
向
け
、
町
民
か

ら
の
要
望
等
を
無
視
し
、
思
い

の
ま
ま
町
政
を
や
っ
て
い
る
と

い
う
声
で
あ
る
。
町
民
の
声
を

聞
き
、
ま
た
議
会
と
十
分
議
論

し
て
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
税

金
を
有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

「
寄
居
に
満
足
」の

実
感
が
持
て
る
町

政
運
営
を

田
母
神
節
子
議
員

　

１
０
０
億
円
を
超
す
決
算

に
お
い
て
4
億
円
か
ら
の
黒

字
を
出
し
て
い
る
が
、
年
収

３
０
０
万
円
以
下
の
人
が
72
％

に
も
及
ぶ
状
況
下
で
は
、
健
全

財
政
の
実
感
が
な
い
。

　

駅
南
の
開
発
も
進
ま
な
い
、

農
業
に
つ
い
て
も
目
玉
と
し
て

特
産
品
に
し
た
い
エ
キ
ナ
セ
ア

が
不
評
で
あ
り
、
豊
か
な
森
林

も
木
材
等
が
生
か
し
き
れ
な
い
。

同
和
問
題
で
は
「
い
ま
だ
差
別

は
あ
る
」
と
し
、
突
出
し
た
事

業
費
が
相
変
わ
ら
ず
支
出
さ
れ

て
お
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
不

安
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
い
か
。

　

平
成
24
年
度
は
「
第
５
次
寄
居
町
総
合
振
興
計
画
」
の
「
後

期
基
本
計
画
」
の
初
年
度
で
、

１
．
よ
り
い
に
満
足
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り

２
．
親
身
に
な
っ
て
応
援
・
協
力

３
．
ひ
か
り
輝
く
、
観
光
・
ブ
ラ
ン
ド
タ
ウ
ン
の
実
現

を
最
重
点
施
策
に
掲
げ
、
諸
施
策
・
諸
事
業
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
平
成
21
年
度
以
降
４
年
連
続

で
、
歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
０
０
億
円
を
超
え
、
実
質
収
支

４
億
５
８
９
７
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

平
成 

24
年
度
一
般
会
計

決
算
に
対
す
る
討
論

普通建設事業費…学校・橋・道路・公園などを整備するための事業費で、災害復旧費などと
合わせて「投資的経費」と言われます。


